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接
続
も
可
能
。

医
療
分
野
に
お
け
る
「sX

G
P

」
の
有
効
性

「sX
GP

」
は
病
院
の
通
信
環
境
や
電
波
環
境
の
課
題
を
解

決
で
き
る
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
医
療
現
場
に
導
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
主
に
以
下
の
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
医
療
機
器
に
与
え
る
影
響
が
少
な
い

病
院
内
の
ス
マ
ホ
利
用
で
最
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
電
波

が
医
療
機
器
へ
与
え
る
影
響
で
あ
り
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
が
広
く
医
療

機
関
に
普
及
し
た
の
は
送
信
出
力
が
低
く
医
療
機
器
へ
の
影

響
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
実
際
の
送
信
出
力
を
比
較
す
る

と
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
基
地
局
が
最
大
80
ｍ
Ｗ
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
で
は

最
大
80
ｍ
Ｗ
で
あ
る
一
方
で
、
一
般
的
な
ス
マ
ホ
の
最
大
出

力
は
２
０
０
ｍ
Ｗ
と
な
っ
て
い
る
。

ビ
ー
・
ビ
ー
・
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
提
供
す
る
「sX

GP

」

の
最
大
出
力
は
、
基
地
局
が
１
０
０
ｍ
Ｗ
、
ス
マ
ホ
が
１
０

０
ｍ
Ｗ
と
一
般
の
ス
マ
ホ
よ
り
低
出
力
と
な
っ
て
い
る
が
、

医
療
機
器
に
与
え
る
影
響
を
よ
り
客
観
的
に
評
価
す
る
た

め
、
弊
社
で
は
、
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学
（
大
阪
市
）、

加
納
隆
教
授
監
修
の
下
、
埼
玉
医
科
大
学
と
共
同
で

「sX
GP

」
に
よ
る
医
療
機
器
へ
の
影
響
調
査
を
実
施
し
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
と
同
等
の
安
全
性
を
確
認
し
た
。
調
査
概
要
に
つ
い

て
は
、
後
に
詳
細
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
、
導
入
に
あ

た
っ
て
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
な
自
営
Ｌ
Ｔ
Ｅ

 

・
災
害
に
強
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
可
能

医
療
機
関
で
要
望
の
多
い
自
社
運
用
（
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
）

が
可
能
で
あ
る
た
め
、
停
電
や
災
害
時
に
公
衆
回
線
の
利
用

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
院
内
の
装
置
自
体
に
故
障

や
停
電
が
な
い
限
り
は
通
信
に
影
響
を
受
け
な
い
。

ま
た
、
病
院
内
で
は
電
波
が
弱
く
携
帯
電
話
が
繋
が
ら
な

い
場
所
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、「sX

GP

」
で
は
自

「sX
G
P

」
と
は
何
か

本
稿
は
ま
ず
、
次
世
代
Ｐ
Ｈ
Ｓ
通
信
方
式
「sX

GP

」

（shared eX
tended Global Platform

）
の
概
要
紹
介

か
ら
話
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

「sX
GP

」
は
、
従
来
Ｐ
Ｈ
Ｓ
が
利
用
し
て
い
た
１
・
９
Ｇ

Ｈ
ｚ
の
周
波
数
帯
に
携
帯
電
話
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ
Ｔ

Ｄ-

Ｌ
Ｔ
Ｅ
方
式
を
採
用
し
た
、
自
営
無
線
方
式
の
簡
便
さ

と
Ｌ
Ｔ
Ｅ
方
式
の
汎
用
性
を
併
せ
持
つ
新
技
術
で
あ
る
。１
・

９
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
は
日
本
や
海
外
で
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｔ

Ｅ
の
国
際
バ
ン
ド
「
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
39
」
に
包
含
さ
れ
る
た
め
、

こ
の
国
際
規
格
に
準
拠
し
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
39
に
対
応
し
た
ス
マ
ホ

や
デ
ー
タ
通
信
端
末
を
、
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま

活
用
し
よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
２
０
１
７
年
10
月
に

技
術
仕
様
が
規
格
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「sX

GP

」
で
利

用
す
る
１
・
９
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
は
ア
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
バ
ン
ド
（
免

許
不
要
の
周
波
数
帯
）
で
あ
る
た
め
、
対
応
し
た
Ｌ
Ｔ
Ｅ
無

線
基
地
局
を
設
置
す
れ
ば
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
よ
う
な
手
軽
さ

で
自
営
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
環
境
を
構
築
で
き
る
こ
と
か
ら
、
自
営
内

線
電
話
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
分
野
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
接
続
に
有
効
な
通
信

方
式
と
さ
れ
て
い
る
。

「sX
GP

」
の
主
な
特
徴
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

・
低
遅
延
、高
信
頼
性
の
自
営
無
線
シ
ス
テ
ム
を
構
築
可
能
。

 

・
キ
ャ
リ
ア
グ
レ
ー
ド
の
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
提
供
。

 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
外
に
、
М
２
М
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
製
品
の

要
旨
：
次
世
代
Ｐ
Ｈ
Ｓ
通
信
方
式
「sXG

P

」
は
、
従
来
Ｐ

Ｈ
Ｓ
が
利
用
し
て
い
た
１
・９
Ｇ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
帯
に
お
い
て

Ｔ
Ｄ-

Ｌ
Ｔ
Ｅ
方
式
を
採
用
し
、
自
営
無
線
方
式
の
簡
便
さ
と

Ｌ
Ｔ
Ｅ
方
式
の
汎
用
性
を
併
せ
持
つ
新
技
術
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
医
療
分
野
に
お
け
る
「sXG

P

」
の
特
性
、
な
ら
び

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
活
用
の
有
効
性
を
紹
介
す
る
。
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ら
基
地
局
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
院
内
ど
こ
で
も
通
話
が
可

能
な
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
・
収
容
効
率
と
通
信
速
度
の
向
上

Ｐ
Ｈ
Ｓ
比
較
で
、
ア
ン
テ
ナ
毎
の
同
時
接
続
数
が
３
台

→
16
台
ま
で
、
速
度
（
上
り
）
32kbps

→
４M

bps

、
速

度
（
下
り
）
32kbps

→
12M

bps

と
収
容
効
率
や
通
信
速

度
が
格
段
に
上
が
る
こ
と
か
ら
、
通
話
だ
け
で
は
な
く
、
幅

広
く
デ
ー
タ
利
用
が
可
能
と
な
る
。

 

・
情
報
シ
ス
テ
ム
連
携

Ｔ
Ｄ-

Ｌ
Ｔ
Ｅ
（
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
39
）
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
特
徴
を
活
か
し

て
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
な
ど
既
存
シ
ス
テ
ム
と
の
高
度
な
連
携
が

可
能
と
な
る
。

③
キ
ャ
リ
ア
グ
レ
ー
ド
の
安
全
性

カ
ル
テ
な
ど
機
密
性
が
高
く
極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情

報
を
扱
う
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

も
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
性
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
通
信
で
は
、
傍
受
の
危
険
性
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
脆
弱
性
に
常
に
対
策
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な

る
が
、「sX

GP

」
の
場
合
は
キ
ャ
リ
ア
グ
レ
ー
ド
の
強
固

な
認
証
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

④
デ
ー
タ
／
Ⅰ
ｏ
Ｔ
利
用
へ
の
拡
張
性

無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
方
式
と
し
て
世
界
で
標
準
的
に
利
用

さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｔ
Ｅ
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
置

き
換
え
で
構
築
し
た
「sX

GP

」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
、
医

療
機
関
固
有
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
必
要
な
デ
ー
タ

通
信
や
Ⅰ
ｏ
Ｔ
利
用
、
さ
ら
に
は
遠
隔
医
療
、
在
宅
医
療
な

ど
へ
の
拡
張
が
可
能
と
な
る
。

医
療
機
器
と
の
影
響
調
査
の
概
要

　
本
調
査
で
の
調
査
方
法
と
し
て
「sX

GP

」
端
末
で
専
用

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
、
常
時
１
０
０
ｍ
Ｗ
の
電
波
を

放
射
さ
せ
、
医
療
機
器
の
各
面
に
可
能
な
限
り
近
距
離
で
最

低
30
秒
以
上
電
波
を
放
射
し
続
け
、
影
響
を
調
査
し
た
。
調

査
中
は
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ア
ナ
ラ
イ
ザ
を
用
い
、
前
記
状
態
を

確
認
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
。

お
い
て
独
自
に
試
験
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
試
験
結
果
、
あ

る
い
は
医
用
電
気
機
器
の
取
扱
説
明
書
か
ら
の
情
報
等
を
も

と
に
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
医
用
電
気
機
器
へ
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
」
を
「sX

GP

」
端
末
に

も
適
応
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
調
査
結
果
に
基
づ
き
加
納
隆
教
授
は
、

「『sX
GP

』
端
末
を
利
用
す
る
際
に
は
、
指
針
の
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の

使
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
適
用
に
よ
り
、
医
療
機
器
へ
与
え

る
影
響
の
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
、
医
療
機

関
内
で
使
用
さ
れ
る
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
の
代
わ
り
と
な
り
得
る
」

と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

ス
マ
ホ
の
医
療
導
入
に
際
し
て
の
課
題

こ
こ
か
ら
は
「sX

GP

」
対
応
の
モ
バ
イ
ル
端
末
に
話
を

移
す
。
ま
ず
は
「sX

GP

」
の
端
末
適
応
が
期
待
さ
れ
る
背

景
か
ら
話
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
医
療
施
設
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
導
入
に

お
い
て
、
特
に
多
く
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
、「
Ｕ
Ｓ
Ｂ
コ

ネ
ク
タ
ー
の
損
傷
」
と
「
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
電
波
が
弱
い
、
安

定
し
な
い
」
と
い
う
２
点
で
あ
る
。

後
者
の
「
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
電
波
が
弱
い
、
安
定
し
な
い
」

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
病
院
内
で
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
は
、
ス
タ
ッ
フ
用
の
パ
ソ
コ
ン
や
患
者
が
持
ち
込
ん
だ

パ
ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
機
等
に
よ
っ
て
混
雑
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
、
さ
ら
に
、
医
療
機
器
に
お
い
て
も
通
信
機
能
を
搭
載

し
た
も
の
が
日
増
し
に
増
え
て
い
る
た
め
、
電
波
干
渉
の
問

題
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設

計
や
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
起
因
し
、「
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
が
繋
が
ら
な
い
、
ス
ピ
ー
ド

が
遅
い
、電
波
が
弱
い
」
と
い
っ
た
不
具
合
が
起
き
や
す
く
、

こ
れ
は
、「V

oIP

通
話
（
Ｉ
Ｐ
電
話
）
時
、
音
声
品
質
が

悪
い
、
通
話
が
途
切
れ
る
」
と
い
う
形
で
顕
著
に
使
用
者
の

医
用
電
気
機
器
の
電
波
に
よ
る
影
響
状
況
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

分
類
を
表
１
に
示
す
。
平
成
14
年
公
表
の
「
電
波
の
医
用
機

器
等
へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書１

」
並
び
に
平
成

26
年
公
表
「
医
療
機
関
に
お
け
る
携
帯
電
話
等
の
使
用
に
関

す
る
報
告
書２

」
に
示
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
に
従
う
こ
と

と
し
た
。

検
査
結
果
と
し
て
、
対
象
と
し
た
37
機
種
の
医
療
機
器
の

う
ち
、
4
機
種
（
10
・
８
％
）
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
及
び
カ
テ

ゴ
リ
ー
４
の
影
響
が
確
認
さ
れ
た
。
影
響
状
況
一
覧
を
表
２

に
示
す
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
２
が
発
生
し
た
医
療
機
器
で
は
、
ス
ピ
ー
カ

か
ら
の
異
音
が
出
る
影
響
で
あ
り
、
電
波
発
射
源
を
遠
ざ
け

る
こ
と
で
異
音
が
消
失
す
る
た
め
、
診
療
へ
の
影
響
は
許
容

範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
４
が
発
生
し
た
医
療
機
器
で
は
、
動
作
は
停

止
す
る
が
ア
ラ
ー
ム
の
発
生
に
よ
り
停
止
を
認
知
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
電
波
発
射
源
を
遠
ざ
け
輸
液
開
始
ボ
タ
ン

を
押
す
こ
と
で
、
正
常
状
態
に
復
帰
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

影
響
が
発
生
し
た
医
療
機
器
2
機
種
に
お
け
る
影
響
発
生
距

離
の
最
大
値
は
７
㎝
（
注
射
筒
輸
液
ポ
ン
プ
１
）
で
あ
り
、

医
療
機
器
と
通
信
端
末
が
こ
の
よ
う
な
近
距
離
と
な
る
状
況

は
想
定
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
使
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
「
医
療
機
関

に
お
け
る
携
帯
電
話
等
の
使
用
に
関
す
る
指
針
」（
電
波
環

境
協
議
会３
、４）

に
示
さ
れ
て
い
る
。
指
針
で
は
「
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末

を
医
用
電
気
機
器
の
上
に
置
く
こ
と
は
禁
止
す
る
こ
と
」
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
調
査
は
、
医
療
機
器
を
全
て
網
羅

し
て
お
ら
ず
、
同
指
針
に
示
さ
れ
て
い
る
「
各
医
療
機
関
に
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ス
ト
レ
ス
に
結
び
付
く
こ
と
と
な
る
。

他
に
も
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
圏
外
か
ら
圏
内
に
移
動
し
た
と
き
、

例
え
ば
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
た
と
き
な
ど
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
の
再
接
続
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
た
め
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
は
、
緊
急
性
の
高
い
病
院
内
で
の
情
報

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
導
入
の
際
に
は
従
前
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ト
ラ

ブ
ル
対
策
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
提
供
に
よ
り
解
消
が
図

ら
れ
て
き
た
が
、効
果
が
限
定
的
に
と
ど
ま
る
こ
と
も
多
く
、

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
困
難
が
あ
っ
た
の
も
ま
た
事
実
で

あ
る
。

表2　sXGP端末からの電波が医療機器に及ぼす影響の一覧

医療機器 電源
影響発生状況

影響からの復帰方法
影響に対する評価

可逆
・

不可逆

影響発生距離
の最大値
（cm）

【端末出力
100mW】

カテ
ゴ
リー

汎用
輸液ポンプ１

商用電源
及び
内部電池

【影響発生状況】閉塞アラームの発生
【解除方法】：消音 /休止ボタン、輸液開始ボタンの順でボ
タンを押して輸液を再開

不可逆

【商用電源】
2cm

【内部電源】
2cm

4【影響に対する評価】
動作は停止するがアラームの発生により停止していること
を認知することが可能であり、電波発射源を遠ざけ輸液開
始ボタンを押すことで正常状態に復帰可能

注射筒輸液
ポンプ 1

商用電源
及び
内部電池

【影響発生状況】閉塞アラームの発生
【解除方法】：消音ボタン、輸液開始ボタンの順でボタンを
押して輸液を再開

不可逆

【商用電源】
5cm

【内部電源】
7cm

4【影響に対する評価】
動作は停止するがアラームの発生により停止していること
を認知することが可能であり、電波発射源を遠ざけ輸液開
始ボタンを押すことで正常状態に復帰可能

血液浄化装置
2

商用電源

【影響発生状況】スピーカからの異音
【解除方法】：sXGP 端末を医療機器から離すことで異音が
消失

可逆的
【商用電源】
20cm

2
【影響に対する評価】
電波発射源を遠ざけるとなくなる可逆的なもので許容可能
な影響

閉鎖循環式
定置型保育器

4
商用電源

【影響発生状況】スピーカからの異音
【解除方法】：sXGP 端末を医療機器から離すことで異音が
消失

可逆的
【商用電源】

3cm
2

【影響に対する評価】
電波発射源を遠ざけるとなくなる可逆的なもので許容可能
な影響

伝
達
手
段
と
し
て
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
う
し
た
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
関
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
設
備
側
で
対
処
し
よ
う
と
す
る
と
、
時
間
も
コ
ス

ト
も
か
か
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
側
で
の

解
決
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
医
療
施
設
へ
の
ス

表1　医療機器への電波の影響のカテゴリー分類

カテゴリー 医療機器の不具合の状態

10
医用機器の障害が不可逆的（電波発射源を遠ざけても、医療機器に何らかの操作や技術的手段を施さな
ければ、正常に動作しない状態）で、修理が必要となり機器を交換しないと破局的状態となる障害。

9 医用機器の障害が不可逆的で、機器を操作しないと破局的状態となる障害。

8
医用機器の障害が可逆的（電波発射源を遠ざけることで、医療機器が正常に動作する状態）で、破局的
状態に陥る可能性がある障害。または医用機器の障害が不可逆的で、修理が必要となり機器を交換しな
いと致命的状態となる障害。

7 医用機器の障害が不可逆的で、機器を操作しないと致命的状態となる障害。

6
医用機器の障害が可逆的で、致命的状態に陥る可能性がある障害。または医用機器の障害が不可逆的で、
修理が必要となり機器を交換しないと病態悪化状態となる障害。

5
医用機器の障害が不可逆的で、機器を操作しないと病態悪化状態となる障害、または修理が必要となり
機器を交換しないと誤診療状態となる障害。

4
医用機器の障害が可逆的で、病態悪化状態となる障害。または医用機器の障害が不可逆的で、機器を操
作しないと誤診療状態となる障害。もしくは修理が必要となり機器を交換しないと診療擾乱状態となる
障害。

3
医用機器の障害が可逆的で、誤診療状態となる障害。または医用機器の障害が不可逆的で、診療擾乱状
態となる障害。

2 医用機器の障害が可逆的で、診療擾乱状態となる障害。

1 携帯電話機等が何らの障害も医用機器に与えない状態。
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へ
の
利
用
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
単
な
る
電
話
設
備
で
は
な

く
、
医
療
現
場
の
環
境
改
善
・
働
き
方
改
革
に
向
け
て
の
重

要
な
情
報
デ
バ
イ
ス
と
捉
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
」

医
療
現
場
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
動
き
も
早
く
、
狭
い
場

所
の
行
き
来
も
多
い
仕
事
環
境
で
あ
る
が
ゆ
え
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
化
が
進
む
と
、
パ
ソ
コ
ン
を
移
動
す
る
煩
わ
し
さ
が

な
く
な
る
だ
け
で
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
携
帯
性
は
言
う
に
及
ば
ず
、
実
は
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
よ
り
も
多
く
の
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
高

機
能
端
末
で
あ
り
、
仮
想
化
や
ク
ラ
ウ
ド
化
が
今
後
さ
ら
に

進
む
と
、
よ
り
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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応
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マ
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の
概
要
と
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療
現
場
に
お
け
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有
用
性

医
療
施
設
で
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
運
用
に
は
未
だ
課
題
が
多

く
、「sX

GP
」
が
病
院
内
の
無
線
通
信
の
不
安
を
解
消
す

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
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づ
く
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Ｈ
Ｓ
サ
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ビ
ス
終

了
を
契
機
に
、
本
格
的
に
医
療
現
場
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
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が
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で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
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そ
こ
で

CY
BERD
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E O
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etw

orks

が
業
界
に
先
駆
け
て

開
発
・
製
品
化
し
た
「sX

GP

」
対
応
Ｓ
Ｉ
Ｍ
フ
リ
ー
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
「O

m
ni K

5

」
で
あ
る
。

「O
m

ni K
5

」
は
、
看
護
師
を
は
じ
め
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
多

い
医
療
現
場
に
お
い
て
、
片
手
で
操
作
で
き
、
か
つ
コ
ン
テ
ン

ツ
が
最
大
限
、
表
示
可
能
と
な
る
よ
う
、
本
体
の
横
幅
を
65

㎜
に
抑
え
、
５
イ
ン
チ
縦
長
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
縦
横
比
18
：９
）

を
採
用
し
た
点
が
特
長
の
１
つ
だ
。
さ
ら
に
、
利
用
者
認
証

の
た
め
の
指
紋
セ
ン
サ
ー
やInterface Protocol-2

に
対

応
し
た
Ｎ
Ｆ
Ｃ
も
搭
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
携
帯
通
信
に
お

い
て
は
、
Ｗ-

Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
１
、
６
、
８
）、
Ｌ

Ｔ
Ｅ
（
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
１
、
３
、
８
、
19
、
39
）
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
デ
ュ
ア
ル
Ｓ
Ｉ
Ｍ
構
成
と
し
、「sX
GP

」
網
と
公
衆
通

信
網
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
切
り
換
え
接
続
を
可
能
に
す
る
と
と

も
に
、
郊
外
や
山
間
部
な
ど
も
含
め
て
日
本
国
内
の
広
い
地

域
で
利
用
で
き
る
仕
様
と
し
た
。

「O
m

ni K
5

」
に
は
も
う
１
つ
特
長
が
あ
る
。
医
療
現
場

で
端
末
を
複
数
の
ス
タ
ッ
フ
で
共
用
し
て
い
る
場
合
、
多
忙

な
環
境
で
あ
る
が
ゆ
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
取
り
扱
い
が

雑
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
コ
ネ
ク
タ
ー
の
逆
挿
し
や

斜
め
挿
し
に
よ
る
損
傷
、破
損
の
ト
ラ
ブ
ル
は
少
な
く
な
い
。

Ｕ
Ｓ
Ｂ
コ
ネ
ク
タ
ー
は
充
電
部
で
あ
る
た
め
、
破
損
・
損
傷

に
よ
っ
て
シ
ョ
ー
ト
す
る
恐
れ
も
あ
る
。「O

m
ni K

5

」
で

は
、
こ
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
コ
ネ
ク
タ
ー
損
傷
の
物
理
的
な
対
策
と
し

て
、
コ
ネ
ク
タ
ー
保
護
用
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
ア
ダ
プ
タ
ー
を

付
属
し
た
。コ
ネ
ク
タ
ー
の
上
下
を
気
に
す
る
必
要
も
な
く
、

磁
力
で
ア
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
充
電
で
き
る
の
で
、
前
述
し

た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
コ
ネ
ク
タ
ー
破
損
の
問
題
は
ほ
ぼ
解
消
で
き
る
だ

ろ
う
。

「sX
GP

」
の
市
場
は
現
在
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
で
あ
り
、

「O
m

ni K
5

」
の
市
場
想
定
価
格
は
２
万
４
８
０
０
円
（
税

抜
）
で
あ
る
が
、
事
業
者
向
け
に
特
別
価
格
を
用
意
し
、

「sX
GP

」
の
普
及
を
一
気
に
推
し
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

「sX
G
P

」
対
応
ス
マ
ホ
の
可
能
性

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
情
報
部
の
山
下
芳
範
副

部
長
は
、「sX

GP

」
の
活
用
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

「
医
療
者
へ
の
情
報
提
供
が
増
え
て
お
り
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル

等
で
の
呼
び
出
し
用
電
話
と
い
う
目
的
か
ら
、
多
種
の
情
報

が
利
用
で
き
る
情
報
端
末
と
し
て
の
利
用
へ
と
シ
フ
ト
が
始

ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
一
般
的
な
お
財
布
携
帯
で
は
対
応
で

き
な
い
フ
ル
機
能
の
Ｎ
Ｆ
Ｃ
は
、
医
療
機
器
と
の
連
携
や
Ｒ

Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
電
波
利
用
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
Ｐ
Ｈ

Ｓ
の
代
替
と
な
る
『sX

GP

』
等
へ
の
対
応
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の

置
き
換
え
を
進
め
る
上
で
も
安
価
で
な
い
と
加
速
で
き
な

い
。
そ
れ
が
実
現
で
き
れ
ば
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
み
な
ら
ず
、

通
常
の
Ｌ
Ｔ
Ｅ
、『sX

GP

』
と
、
全
て
の
方
法
を
組
み
合

わ
せ
て
選
択
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
医
療
機
器
の
ス
マ
ー
ト
化
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
と

い
っ
た
対
応
の
た
め
の
機
能
も
含
ま
れ
て
い
る
点
も
重
要
と

な
る
。
当
院
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
『
電
話
の
置
き
換

え
』
と
い
う
よ
り
、『
ユ
ビ
キ
タ
ス
環
境
へ
の
対
応
』
と
い

う
面
が
大
き
く
、
情
報
提
供
だ
け
で
な
く
、
医
療
者
の
位
置

情
報
把
握
等
へ
の
活
用
に
よ
り
医
療
安
全
・
感
染
対
策
な
ど
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